
オ 届出書（別紙２）の記載例 

 
別紙３                ば い 煙 の 処 理 の 方 法 

別紙２                揮 発 性 有 機 化 合 物 の 処 理 の 方 法  

別紙１の３              ばい煙等の処理等の方法（ばい煙、揮発性有機化合物） 
ばい煙処理施設、揮発性有機化合物の処理施設（ばい
煙等の処理等を行う施設）の工場又は事業場における
施設番号 

蓄熱式処理装置 No.1  

処理に係るばい煙発生施設（揮発性有機化合物排出施
設）（届出施設）の工場又は事業場における施設番号 

ロールコーター乾燥機 No.1 
ロールコーター乾燥機 No.2  

ばい煙処理施設（揮発性有機化合物の処理施設）（ば
い煙等の処理等を行う施設）の種類、名称及び型式 

◇◇社製〇〇―△型脱臭装置  

設 置 年 月 日 年    月    日 年    月    日 

着 手 予 定 年 月 日 令和 〇年  〇月  〇日 年    月    日 

使 用 開 始 予 定 年 月 日 令和 〇年  〇月  〇日 年    月    日 

処 
 
 

 

理 
 
 
 

能 
 

 
 

力 

排出ガス量 

 （m３/ｈ） 

最 大 40,000  

通 常 40,000  

排出ガス温度 

  （℃） 

処 理 前   

処 理 後   

ば 

い 

煙 

等 

の 

濃 

度 

ば い じ ん 

(g/m３) 

処 理 前 (０２＝ %） (０２＝ %） (０２＝ %） (０２＝ %） 

処 理 後 (０２＝ %）   (０２＝ %） (０２＝ %） (０２＝ %） 

処 理 効 率   

い お う 

酸 化 物 

(ppm) 

処 理 前   

処 理 後   

処 理 効 率   

窒 素 酸 化 物 

(ppm) 

処 理 前 (０２＝ %） (０２＝ %） (０２＝ %） (０２＝ %） 

処 理 後 (０２＝ %）   (０２＝ %） (０２＝ %） (０２＝ %） 

処 理 効 率   

揮発性有機化合物 

（容量比 ppm 

（炭素換算）） 

処 理 前 1,500  

処 理 後 300  

処 理 効 率 0.8  

 

(mg/ m３) 

（ppm） 

処 理 前   

処 理 後   

処 理 効 率   

 

(mg/ m３) 

（ppm） 

処 理 前   

処 理 後   

処 理 効 率   

ば
い
煙
量 

い お う 

酸 化 物 

（m３/ｈ） 

最

大 

処 理 前    

処 理 後    

通

常 

処 理 前    

処 理 後    

使用

状況 

１日の使用時間及び月間使用日数等 
時から     時まで 

時間／回   回／日   日／月 

時から     時まで 

時間／回   回／日   日／月 

季 節 変 動   

排  出  口  の  実  高  さ  Ｈ ｏ ( m )  

及   び   頂   上   口  径  Ｄ ( m )  
Ｈｏ        Ｄ Ｈｏ        Ｄ 

排 出 口 の 番 号   

陣 傘 の 有 無 有 ・ 無 有 ・ 無 

補 正 さ れ た 排 出 口 の 高 さ  Ｈ ｅ ( m )   

排     出     速    度  ( m / s )    

排出口の中心からその至近距離にある敷地境界線ま

での水平距離 (m) 

  

 添付書類 ばい煙処理施設、揮発性有機化合物の処理施設（ばい煙等の処理等を行う施設）（煙突、フード、ダクトを含む。）の構造概要図（主要寸法

及び測定箇所を記入すること。） 
 

排出口の中心からその至近距離にある他人の所有す

る建築物（倉庫等は除く。）の実高さ h(m)及び水平距

離 d(m) 

ｈ 

ｄ 

ｈ 

ｄ 

ば い 煙 測 定 口 の 有 無 及 び 口 径 ○有（口径 100mm） ・   無 有（口径    mm） ・   無 

備考 １ 設置届出の場合には着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄に、使用届出の場合には設置年月日の欄に、変更届出の場合には

設置年月日、着手予定年月日及び使用開始予定年月日の欄にそれぞれ記載すること。 

２ ばい煙の濃度は乾きガス中の濃度、揮発性有機化合物濃度は湿りガス中の濃度とすること。 

３ 補正された排出口の高さ Heは、大気汚染防止法施行規則第３条第２項の算式により算定すること。 

４ 参考事項として、処理効率に係る設計上の基本的事項に関する資料を添付すること。 
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カ 届出書（別紙２）の記載上の注意事項 

揮発性有機化合物処理施設

の工場又は事業場におけ

る施設番号  

  工場又は事業場における当該処理施設等の固有の番号（記号）

又は呼称を記入する。（番号等は重複しないよう、また、一連番号

等を与えるなど分かりやすいように留意すること。）  

処理に係る揮発性有機化合

物排出施設の工場又は事業

場における施設番号  

  別紙１の同欄と同じ番号（記号）を記載すること。  

  ただし、他に当該処理施設を共用する揮発性有機化合物排出施

設等がある場合には、その施設も併せて記載すること。  

  法律対象施設でない場合には、かっこ内にその旨記載すること。

＜例＞ （対象外）  

揮発性有機化合物処理施設

の種類、名称及び型式  

  当該処理施設の種類、名称及び型式を具体的に記載すること。  

＜例＞ 直接燃焼装置・触媒燃焼装置  

設置年月日  
  当該処理施設等の設置年月日を記載すること。  

 （既設の場合のみ）  

着手予定年月日  

  当該処理施設等の関連工事（基礎工事を含む。）に着工する予定

年月日を記載すること。（既設の処理施設等で、変更工事等を行わ

ない場合は、記載する必要はありません。）  

使用開始予定年月日  

  当該処理施設等の本運転（実稼動）開始の予定年月日を記載す

ること。（既設の処理施設等で、変更工事等を行わない場合は、記

載する必要はありません。）  

処
理
能
力 

排出ガス量  

（㎥ /h）  

  当該処理施設等で処理する湿り排出ガス量を標準状態（０℃、

１気圧）に換算した値（設計値等で、複数の施設を集合して処理

している場合は、その集合値（合計値）をいう。）を記載すること。 

排出ガス温度 揮発性有機化合物については記載不要 

ば

い

煙

等

の

濃

度 

 

揮
発
性
有
機
化
合
物
濃
度 

(

容
量
比p

p
m

(

炭
素
換
算)) 

処理前・処理後 

  設計値（メーカー保証値等）、測定値等によること。  

  当該処理施設等で処理する湿り排出ガス中濃度（処理前：入口、

処理後：出口）を記載すること。  

処理効率 

  設計値（メーカー保証値等）、測定値等によること。  

  処理効率＝１－処理装置出口のＶＯＣ濃度／処理装置入口のＶＯＣ濃度 

処理後濃度は、複数のＶＯＣ排出施設のＶＯＣを集合して排出ガス

処理装置で処理する場合には、各ＶＯＣ排出施設の出口濃度を測

定し、それに以下の係数を乗じたものでもよい。  

  係数＝１－処理効率  

ば
い
煙
の
量 

硫
黄
酸
化
物 

処理前・処理

後 
 揮発性有機化合物については記載不要。 

使用状況（１日の使用時間及

び月間使用日数、季節変動） 
揮発性有機化合物については記載不要。 

排出口の実高さ Ho 及び頂上

の口径 D 
 揮発性有機化合物については記載不要。 

排出口の番号、  揮発性有機化合物については記載不要。 

陣傘の有無  揮発性有機化合物については記載不要。 

補正された排出口の高さ H e  揮発性有機化合物については記載不要。 

排出速度 揮発性有機化合物については記載不要。 
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排出口の中心からその至近距離にあ

る敷地境界線までの水平距離  揮発性有機化合物については記載不要。 

排出口の中心からその至近距離にあ

る他人の所有する建築物（倉庫等は

除く）の実高さｈ及び水平距離ｄ 
 揮発性有機化合物については記載不要。 

ばい煙測定口の有無及び口径 
ばい煙測定口の有無に○を 付け、有る場合は口径を記載すること。（位

置については、添付の図面に明記すること） 
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(7) 添付書類等 

ア 変更届出説明書の記載例 

 

変 更 届 出 説 明 書（理 由） 

 

次の事項を変更しますので、別添のとおり届け出ます。  

施設番号 

（種類） 

当該施設を設置した

と き の 受 理 番 号 

及 び 受 理 年 月 日 

主要変更事項 変更予定年月日 変更理由 

ﾛｰﾙｺｰﾀｰ乾燥機  

No.1 

（3 項塗装の用に供

する乾燥施設） 

大環境第○ ○号 

(○年○月○日 ) 

処理の方法を変更
（直接燃焼装置→
蓄熱式燃焼装置） 

令和〇年〇月〇日 
老朽化のため更新
する。 

 

 

    

 

 

    

 

 

    

 

 

変更前後の概要 

＜変更前＞ 

 

 

 

 

 

 

＜変更後＞ 

 

原材料（金属板） 下塗り塗装 
(ﾛｰﾙｺｰﾀｰ) 

No.1 乾燥 No.2 乾燥 
上塗り塗装 
(ﾛｰﾙｺｰﾀｰ) 

製品によって省略 

直接燃焼処理装

置 

原材料（金属板） 下塗り塗装 

(ﾛｰﾙｺｰﾀｰ) 
No.1 乾燥 No.2 乾燥 

上塗り塗装 
(ﾛｰﾙｺｰﾀｰ) 

製品によって省略 

直接燃焼処理装置 

蓄熱式燃焼処理装置 
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イ 変更届出説明書の記載上の注意事項 

施設番号（種類） 

工場又は事業場における当該届出施設に固有の番号（記号）又は呼称を与え

て記入する。（番号等は、重複しないようにすること。また、一連番号等を与え

るなどわかりやすいように記入すること）  

種類は、法施行令別表第 1の２に係る項番号、名称及び基数を記入すること。 

当該施設を設置した

ときの受理番号及び

受理年月日 

当該施設を設置したときの設置届表紙の受理番号及び受理年月日を記入する

こと。 

主要変更事項 具体的に変更した事項を記入する。 

変更予定年月日  

変更に伴って工事を行う場合は、当該工事（基礎工事を含む）の着手予定日

を記入すること。  

届出を受理した日から、実施制限期間 60 日以降の日とすること。（ただし、

期間短縮願が承認されたものを除く） 

変更理由 簡明に記入すること。 

変更前後の概要 
変更前後についてのフローシートを簡略に記入すること。また、その他特に

記入する必要のある事項を記入すること。 
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＜お問い合わせ及び届出書の提出先＞ 

届出については、行政区を所管する各環境保全監視グループに提出してください。 
 

所管行政区 提出先（名称及び住所）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北区、都島区、 

淀川区 

東淀川区、旭区 

 

環境局環境管理部環境管理課 

北部環境保全監視グループ 

〒530-8401 

北区扇町 2－1－27 

北区役所 2階 

℡ 06－6313－9550 

中央区、天王寺区 

浪速区、東成区 

生野区、城東区 

鶴見区 

 

環境局環境管理部環境管理課 

東部環境保全監視グループ 

〒541-8518 

中央区久太郎町 1－2－27 

中央区役所 3階 

℡ 06－6267－9922 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福島区、此花区 

西区、港区 

大正区、西淀川区 

 

環境局環境管理部環境管理課 

西部環境保全監視グループ 
 

〒552-8510 

港区市岡 1－15－25 

港区役所 4階 

℡ 06－6576－9247 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

阿倍野区 

東住吉区 

平野区 

 

環境局環境管理部環境管理課 

南東部環境保全監視グループ 
 

〒545-8550 

阿倍野区阿倍野筋 1－5－1 

あべのルシアス 12階 

℡ 06－6630－3433 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住之江区 

住吉区 

西成区 

 

環境局環境管理部環境管理課 

南西部環境保全監視グループ 
 

〒559-0002 

住之江区浜口東 3－5－16 

住之江区保健福祉センター分館 

℡ 06－4301－7248 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事前調査書面様式例、届出書類は、環境局ホームページに掲載しています。 

（アドレス：https://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000060970.html） 

 

 

https://www.city.osaka.lg.jp/kankyo/page/0000060970.html

